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内
山
正
熊
教
授
學
位
請
求
論
丈
審
査
要
旨

内
山
正
熊
致
授
學
位
請
求
論
文
審
査
要
旨

1
主
論
交

2
参
考
論
文

外
交
と
國
際
政
治

國
際
政
治
學
序
読

著
者
の
提
出
し
た
主
論
文
は
「
外
交
と
國
際
政
治
r
理
論
と
歴
史
ー
」
と
題
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内
山
正
熊
教
授
學
位
請
求
論
丈
審
査
要
旨

し
、
全
四
篇
計
十
五
（
章
）
七
十
五
（
節
）
に
分
れ
、
第
一
篇
・
現
代
外
交
の

主
題
、
第
二
篇
・
東
西
ヨ
ー
・
ッ
パ
の
分
離
と
英
米
關
係
、
第
三
篇
・
李
和
と

中
立
の
問
題
、
第
四
篇
・
第
二
次
世
界
大
戦
の
原
因
と
責
任
i
よ
り
成
る
。

著
者
は
本
論
文
を
通
じ
て
、
國
際
政
治
學
の
立
場
よ
り
現
代
外
交
上
の
多
く
の

問
題
を
取
上
げ
て
、
事
實
を
愼
重
克
明
に
且
つ
方
法
論
と
し
て
は
客
観
的
立
場

か
ら
分
析
批
剣
し
つ
つ
、
李
和
外
交
或
は
中
立
外
交
策
と
も
構
す
べ
き
「
新
し

い
外
交
」
の
在
り
方
を
提
唱
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。

　
以
下
本
論
文
に
つ
い
て
著
者
の
主
要
な
研
究
個
所
を
指
摘
す
る
。
第
一
篇
は

轄
換
期
の
外
交
、
外
交
と
外
交
政
策
、
國
際
蓮
合
の
理
念
と
現
實
、
國
際
政
治

に
お
け
る
國
家
の
問
題
に
分
れ
る
。
先
ず
「
外
交
」
の
本
質
に
つ
い
て
は
從
來

か
ら
内
外
學
者
に
よ
つ
て
種
々
に
読
か
れ
て
い
る
が
、
著
者
は
マ
キ
ア
ベ
リ
の

現
實
主
義
と
グ
ロ
ー
チ
ウ
ス
の
理
想
主
義
と
の
並
存
封
立
が
、
過
去
長
く
外
交

の
理
論
と
實
際
を
支
配
し
て
來
た
こ
と
を
認
め
つ
つ
、
「
國
家
中
心
主
義
の
マ

キ
ア
ベ
リ
外
交
が
巳
に
限
界
に
到
達
し
た
」
以
上
、
現
代
の
外
交
が
民
主
外
交

で
あ
る
べ
き
は
勿
論
で
あ
る
が
、
箪
に
「
議
會
に
よ
る
外
交
の
民
主
的
統
制
を

民
主
外
交
と
す
る
こ
と
は
、
古
き
國
家
主
義
の
外
交
を
一
歩
も
出
な
い
」
も
の

で
、
「
新
し
き
民
主
外
交
と
は
國
際
民
主
主
義
の
上
に
立
た
」
ね
ば
な
ら
な
い

と
し
、
相
互
依
存
、
共
存
協
力
に
よ
る
國
際
主
義
の
立
場
は
「
國
蓮
の
中
に
見

出
さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
い
わ
ゆ
る
國
蓮
外
交
は
未
だ
各
國
の
利
盆
に
よ
り
制

約
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
國
際
秩
序
の
中
に
國
家
を
托
す
る
方
向
を
表
示
し
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て
い
る
」
と
主
張
す
る
。
國
連
外
交
を
「
新
し
い
外
交
」
と
見
る
こ
と
は
既
に

モ
ー
ゲ
ン
ソ
ー
教
授
等
に
よ
つ
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
著
者
は
國
蓮
が
樫

力
政
治
の
投
映
す
る
舞
毫
で
あ
る
と
同
時
に
灌
力
政
治
を
調
整
す
る
機
能
を
持

つ
て
い
る
こ
と
を
、
過
去
の
國
蓮
活
動
の
史
的
同
顧
の
上
に
立
つ
て
綿
密
に
論

じ
て
い
る
。

　
第
二
篇
は
、
東
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
分
離
、
N
A
T
O
の
成
立
、
N
A
T
O
十

年
の
攣
遽
、
最
近
の
英
米
關
係
の
四
章
よ
り
成
る
が
、
著
者
は
第
二
次
大
職
後

の
厭
洲
政
治
に
つ
い
て
詳
細
な
分
析
を
試
み
、
N
A
T
O
の
成
立
経
過
か
ら
護

足
後
十
年
の
攣
貌
に
つ
い
て
極
め
て
客
観
的
に
論
じ
、
ソ
蓮
が
米
國
に
封
す
る

ア
ト
ミ
ヅ
ク
・
パ
リ
テ
ィ
ー
を
蓬
成
し
た
現
在
に
立
つ
て
、
今
後
の
N
A
T
O

の
進
路
に
つ
い
て
そ
の
存
在
贋
値
を
認
識
し
つ
つ
明
解
に
論
じ
て
い
る
。

　
第
三
篇
は
、
李
和
的
共
存
思
想
の
歴
史
的
展
開
、
現
代
に
お
け
る
中
立
お
よ

び
中
立
主
義
、
宇
宙
時
代
の
國
防
問
題
、
東
西
陣
螢
の
雪
融
け
の
進
路
の
各
章

を
含
ん
で
い
る
。
著
者
は
「
李
和
的
共
存
」
（
需
8
9
巨
8
Φ
性
9
曾
8
）
の

ス
ロ
ー
ガ
ソ
自
髄
は
最
近
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
思
想
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
後

の
英
國
の
封
佛
外
交
政
策
の
中
に
萌
芽
を
認
め
ら
れ
る
と
し
て
、
エ
ド
マ
ン
ド

・
バ
ー
ク
、
チ
ャ
ー
レ
ス
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
フ
ォ
ヅ
ク
ス
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ピ

ッ
ト
の
封
佛
政
策
を
比
較
研
究
し
、
更
に
そ
れ
が
英
國
外
交
の
傳
統
を
背
景
と

す
る
も
の
で
あ
る
所
以
を
、
英
國
の
外
交
實
陵
に
つ
い
て
史
的
に
追
究
髄
述
し

て
い
る
。
そ
し
て
第
二
次
大
職
後
の
世
界
に
お
け
る
耶
和
的
共
存
思
想
に
つ
い



て
、
現
状
分
析
を
試
み
、
現
宇
宙
時
代
に
お
け
る
職
雫
、
防
衛
乃
至
安
全
保
障

の
方
策
を
論
じ
て
臼
器
ロ
騎
90
鴨
巨
Φ
旨
思
想
の
擾
頭
を
取
扱
い
、
「
東
西
の
軍

事
的
緊
張
封
峙
に
コ
ミ
ッ
ト
し
な
い
と
い
う
中
立
の
道
こ
そ
、
自
國
の
存
在
を

全
う
す
る
道
で
あ
り
、
更
に
そ
れ
は
、
積
極
的
に
世
界
李
和
に
貢
献
し
て
ゆ
く

道
で
あ
る
」
と
い
う
提
言
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
分
析
乃
至
提
言
は
翫
に

多
く
の
論
客
に
よ
つ
て
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
デ
ィ
ス
エ
ン
ゲ
；

ジ
メ
ソ
ト
に
封
す
る
概
念
規
定
、
類
型
の
分
類
、
諸
見
解
の
批
判
は
、
著
者
に

よ
つ
て
始
め
て
取
組
ま
れ
た
も
の
で
、
す
ぐ
れ
た
問
題
の
提
起
と
し
て
評
償
さ

る
べ
き
で
あ
る
。

　
第
四
篇
に
お
い
て
は
、
太
李
洋
職
雫
原
因
論
序
読
、
「
パ
ー
ル
・
ハ
㌧
ハ
ー
」

の
責
任
問
題
、
今
次
大
戦
の
職
雫
責
任
論
を
取
上
げ
て
い
る
。
著
者
は
太
李
洋

職
雫
の
間
接
原
因
を
滞
洲
事
攣
に
求
め
る
通
説
を
排
し
て
、
日
米
關
係
破
綻
の

遠
因
と
し
て
山
東
出
兵
（
日
猫
職
雫
）
を
捉
え
、
資
料
を
克
明
に
騙
使
し
て
日

本
の
侵
略
性
を
批
到
し
て
い
る
。
元
來
職
雫
の
原
因
を
い
ず
れ
の
機
馳
に
求
め

る
か
は
、
史
家
の
見
解
如
何
に
よ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
著
者
は
こ
の
捉
え
方
の

當
否
よ
り
も
、
日
猫
開
職
乃
至
山
東
出
兵
そ
れ
自
髄
に
封
す
る
外
交
史
實
究
明

と
史
論
的
考
察
と
の
爾
面
に
お
い
て
、
多
く
の
濁
創
的
見
解
を
敏
述
し
て
お

り
、
こ
の
黙
は
最
近
急
速
に
獲
達
し
つ
つ
あ
る
日
本
外
交
史
學
の
分
野
に
も
貢

献
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
例
え
ば
日
本
の
封
猫
参
職
理
由
を
日
英
同
盟
に
置

く
從
來
の
一
般
的
通
読
を
排
し
て
、
「
日
本
が
英
國
の
意
向
を
超
え
て
強
引
に

　
　
　
　
内
山
正
熊
教
授
學
位
請
求
論
丈
審
査
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参
職
し
た
」
黒
を
精
細
に
資
料
的
分
析
を
行
い
、
ま
た
日
本
軍
の
山
東
上
陸
が

中
國
の
中
立
灌
侵
犯
で
あ
つ
た
と
し
て
、
從
來
の
史
家
が
比
較
的
に
看
却
し
勝

ち
で
あ
つ
た
黙
を
詳
か
に
論
じ
、
所
謂
二
十
一
ヵ
條
要
求
の
契
機
に
つ
い
て
も

通
説
を
排
し
て
、
グ
レ
ー
英
國
外
相
は
加
藤
外
相
に
「
膠
州
灘
濫
付
の
代
り
に

瀟
蒙
問
題
解
決
の
約
束
を
與
え
た
」
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
外
交
文

書
に
よ
つ
て
論
謹
し
て
い
る
如
き
、
い
ず
れ
も
著
者
の
創
読
創
見
と
考
う
べ
き

で
あ
る
。
パ
～
ル
・
ハ
ー
バ
ー
攻
撃
の
責
任
間
題
に
つ
い
て
は
、
著
者
は
タ
ン

シ
ル
、
ビ
ア
ド
教
授
ら
の
所
読
や
資
料
に
基
い
て
、
ル
～
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
の
開
職

責
任
を
論
じ
て
い
る
。
第
二
次
大
戦
の
戦
雫
責
任
に
つ
い
て
は
、
先
ず
職
雫
責

任
（
≦
胃
㎎
鼠
δ
の
本
質
を
論
じ
、
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル
グ
及
び
東
京
の
爾
軍

事
裁
到
に
封
し
て
職
勝
國
側
に
存
し
た
諸
批
到
を
紹
介
し
、
職
敗
國
は
「
職
雫

責
任
の
重
荷
を
澹
う
こ
と
に
よ
つ
て
そ
の
苦
」
み
の
中
か
ら
眞
の
李
和
が
生
み

出
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
と
き
始
め
て
職
雫
責
任
追
求
の
意
味
が
明
ら
か
に
な

る
で
あ
ろ
う
」
と
論
じ
て
い
る
。

　
以
上
は
本
論
文
に
示
さ
れ
て
い
る
著
者
の
見
解
の
概
要
て
あ
る
が
、
要
す
る

に
［
國
際
政
治
現
象
の
科
學
的
な
認
識
を
通
じ
て
健
全
な
正
し
い
外
交
路
線
を

獲
見
す
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る
著
者
が
、
そ
の
た
め
に
比
較
的
身
近
か
な
若
干

の
國
際
政
治
問
題
を
捕
捉
し
て
、
逐
一
そ
の
濁
得
な
資
料
的
分
析
方
法
を
本
論

文
に
お
い
て
展
開
し
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
著
者
の
間
題
の
捉
え
方
そ
れ
自
艦
に
は
若
干
の
異
見
を
抱
く
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一
二
二
七
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飴
地
が
あ
る
。
そ
の
二
、
三
を
學
げ
れ
ば
、
世
界
構
造
の
攣
革
を
論
じ
な
が
ら

そ
の
攣
革
自
髄
に
封
す
る
具
髄
的
分
析
を
敏
き
、
ま
た
西
欧
側
の
安
全
保
障
髄

制
を
詳
細
に
論
謹
し
な
が
ら
ソ
蓮
側
例
え
ば
ワ
ル
シ
ャ
ワ
髄
制
に
封
す
る
言
及

が
不
十
分
で
あ
つ
た
り
、
或
は
現
代
の
諸
中
立
主
義
を
取
扱
つ
て
い
る
中
に
A

・
A
型
の
所
謂
爾
岸
主
義
乃
至
ノ
ン
・
ア
ラ
イ
ン
メ
ン
ト
策
に
封
す
る
分
析
比

重
が
比
較
的
に
輕
い
と
い
う
が
如
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
貼
は
畢
寛
は
課
題
の

捉
え
方
の
角
度
の
問
題
で
あ
つ
て
、
そ
の
こ
と
自
髄
は
柳
か
も
著
者
の
學
識
に

係
わ
る
こ
と
で
は
な
い
。
著
者
の
外
交
史
乃
至
國
際
政
治
學
に
關
す
る
幽
暑
田
な

學
殖
は
、
本
論
文
及
び
参
考
論
文
た
る
「
國
際
政
治
學
序
説
一
を
通
じ
て
よ
く

こ
れ
を
窺
う
に
足
る
。
よ
つ
て
著
者
は
法
學
博
士
の
學
位
を
與
う
る
に
十
分
な

も
の
と
認
め
る
。

　
　
昭
和
三
十
五
年
三
月
十
八
日

　
　
　
　
　
審
査
委
員
　
慶
慮
義
塾
大
學
教
授
　
法
學
博
士
　
英
　
　
修
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
鷹
義
塾
大
學
教
授
　
法
學
博
士
　
前
原
　
光
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
慮
義
塾
大
學
教
授
　
　
　
　
　
　
島
田
　
久
吉
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（
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